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助 成 金 情 報 市民活動団体紹介コーナー 

★駐車場もイベント会場となるため、お車での来場はご遠慮ください。(自転車は可) 

◎ 「Panasonic ＮＰＯサポートファンド」2016年募集事業 

◆応募対象：①環境問題に取り組むＮＰＯ/ＮＧＯ 

        ②子どもたちの健やかな育ちを応援するＮＰＯ/ＮＧＯ 

◆助成金額：１団体への上限２００万円 

◆締   切：2016年 ７月１４日～７月２９日（金）必着 

◆問い合せ：[総合事務局] ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ㈱ブランドｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ本部 

 〒105-8301 港区東新橋1-5-1 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ東京汐留ビル 

TEL:03-3574-5665  (応募要項、詳細はﾊﾟﾅｿﾆｯｸのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞから

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできます) 

新栄町団地 

見守りネットワーク 

市民活動センター 

無料 

NPO・市民活動団体の皆さん 
 

▼ＮＰＯ・市民活動に必要なスキルを持った 

人材情報を提供 
できます 

▼講演希望の団体に 

講師を紹介できます 
 

●希望する団体は、市民活動センター 

(920-3580)までお問い合わせください。 

◎緑の環境プラン大賞 

◆応募対象： 

  まちづくり、環境保全に取組む全国の民間・公共の各種団体  

◆助成金額：シンボルガーデン部門 上限1000万円(３件程度) 

        ポケットガーデン部門 上限100万円(１０件程度) 

◆締   切 2016年６月３０日（木） 

◆問合せ：公益財団法人都市緑化機構内「緑の環境プラン大賞」 

 事務局 

〒101-0051 千代田区神田神保町3-2-4  田村ビル2階 

TEL 03-5216-7191 FAX 03-5216-7195 

【活動テーマ】 高齢者を中心に地域ぐるみの支え合い 

【活動内容】 月１回の定例会及びサロン、助け合い事 

         業、勉強会など 

【活動場所】 新栄町団地集会所、他 

【活動の目的】 住み慣れた家で安心して老いる事ので

きるまちづくり。 

 住民同士のコミュニケーションが、孤立や孤立死を防

ぎ、高齢者がいろいろな世代と交流をもつことにより、生

き生きと誇りをもって生活できる地域に発展、普及する。 

草加市 ふるさとまちづくり 応援基金 活用団体 

写真は、平成２７年１０月２５日に新栄町団地集会所で開かれ

た「つどいの会」の様子 

2016年  

       (土) 
 

10～15時 

谷塚児童センター 

 青少年交流センター 

  市民活動センター 
 

３センターが総力を結

集して開催します！ 

草加発 
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
地域活動 

はじめてみよう(仮題) 

を 

７月27日(水)13～16時 

草加市立市民交流活動センター  2Ｆ遊戯室 

二宮 雅也 氏 

（文教大学 人間科学部准教授） 

無料   【定員】25人（高校生以上） 

草加市立市民活動センター 

☎048-920-3580 FAX048-925-1872 

★(公財)いきいき埼玉でも申込みできます 

 ☎０４８―７２８―７１１６（9:00～17:15） 

 http://www.kenkatsu.or.jp 

【日 時】 
 

【会 場】 

【講 師】 

 

【受講料】 

【申込み】 
 

NPO･市民活動に必要な 

情報を中心に 

掲載しています 

草加市立市民活動センター・公益財団法人いきいき埼玉 主催 



◆各部門に応募した団体が、６月４日にプレゼンテーションします。 
  

【はじめよう部門】

…………………………………………………………………………２団体 
 

※平成28年度のはじめよう部門は書類審査のみで、団体の発

表は審査対象外です。 

 平成29年度から、審査の対象になる予定です。 

 

◆草加市にみんなの保健室をつくる会 

◆ＲＵＮ伴＋草加実行委員会 

 

 

【そだてよう部門】…………………………………………………２団体 

◆新栄町団地見守りネットワーク 

◆「“癒し”としての自己表現展 in 草加」 

  実行委員会 

 

 

 

 

【うごかそう部門】…………………………………………………４団体 

◆草加神楽会 

◆外国人の防災を考える会 

◆心 koko 凪 nagi 実行委員会 

◆稲荷ホタルの会 

－３－ －２－ 

◆審査方法◆ 
 

 ふるさとまちづくり応援基金運営委員会が、プレゼン発表後、１団体ず

つ質疑応答を行い、以下を基準に応募団体・企画事業の審査を行います。 

①団体の活動・企画の目標や問題意識が明確であること 

②先進的な取組、個性ある活動であること 

③将来、自立して活動を継続・発展していけるかどうか 

④助成が、有効に活用される事業計画・団体の活動計画になっていること 

⑤助成後に、市のまちづくりや他の市民活動に波及する効果が見込まれる

ものであること 

◆助成金交付決定(及び交付)は６月下旬～７月上旬です。 

▲実績報告会当日の様子 

◆平成27年度に草加市ふるさとま

ちづくり応援基金の助成を受けた団

体の実績報告会を、4月23日に開催

しました。 

応援基金運営委員長あいさつに始まり、

10の助成団体が各部門ごとに活動実

績の発表を行いました。 

 運営委員から助成団体への質疑応答

の後、委員からは「助成終了後は、基

金助成に頼らず活動を継続していける

取り組みが必要となります。団体の活

動資金をどのように集めていくかとい

う所も考えながら活動を行っていって

ほしい」との講評をいただきました。 

 市民活動センターとしましても、団

体の活動を支援できるよう今後も相

談・サポートを行ってまいります。 

●平成27年度助成団体 
        （10団体 発表順） 

【はじめよう部門】……………２団体 

 ◆草加パドラーズ 

 ◆「“癒し”としての自己表現展 in 草

加」実行委員会 
 

【そだてよう部門】……………５団体 

 ◆キビタキとわらしの会 

 ◆稲荷ホタルの会  

 ◆ドレミファそうかハンドベル隊  

 ◆新栄町団地見守りネットワーク  

 ◆草加市インターネット放送局 

『草加元気放送局』 
 

【うごかそう部門】……………３団体 

 ◆草加神楽会 

 ◆外国人の防災を考える会 

 ◆SMAC（草加ミュージック･アク 

  ション･クラブ） 

キビタキとわらしの会 

「“癒し”としての自己表現展 in 草加」実行委員会 

草加パドラーズ 

草加市ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ放送局『草加元気放送局』 

ＳＭＡＣ（草加ﾐｭｰｼﾞｯｸ・ｱｸｼｮﾝ・ｸﾗﾌﾞ） 

外国人の防災を考える会 

ドレミファそうかハンドベル隊 

草加神楽会 稲荷ホタルの会 

平成27年度  

実績報告会を 

４月23日(土)に行いました 
午後１時～ 

草加市立高砂コミュニティセンター集会室にて 

平成28年度  

公開審査会を 

６月４日(土)に行います 
午前１０時～ 

草加市立高砂コミュニティセンター集会室にて 
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